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密
漁
密
輸
出
対
策
に
関
す
る
日
ロ
関
係
省
庁
会
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
九
月
八
日
シ
ド
ニ
ー
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
談
で
、
安
倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
極
東
海
域
で
の
海
棲

生
物
の
資
源
管
理
を
強
化
す
る
た
め
、
ロ
シ
ア
船
舶
に
よ
る
密
漁
密
輸
出
対
策
と
し
て
日
露
間
で
協
力
し
得
る
措
置
を
と
る
こ

と
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
密
漁
密
輸
出
問
題
に
関
す
る
日
ロ
協
議
を
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
で
一
致
し
、
同
月
二

十
六
日
、
二
十
七
日
の
両
日
、
水
産
物
の
密
漁
密
輸
出
対
策
に
関
す
る
日
ロ
関
係
省
庁
会
議
（
以
下
、
「
日
ロ
会
議
」
と
い

う
。
）
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
一
八
一
号
）
に
は
、
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
法
令
に
違

反
し
て
行
わ
れ
る
水
産
物
の
漁
獲
及
び
輸
出
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
が
自
国
の
法
令
に
基
づ
く
取
締
り
を
強

化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
等
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
も
必
要
な
協
力
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
側
と
の
間
で
様
々
な
意
見
及
び

情
報
の
交
換
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
」
と
、
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
等
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
と
し
て
も
ロ
シ
ア
に
対
し
必
要

な
協
力
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
日
ロ
会
議
」
開
催
の
目
的
は
、
前
文
で
触
れ
た
よ
う
に
極
東
海
域
の
資
源
保
存
を
図
る
た
め
、
資
源
管
理
を
日
ロ
間
で

強
化
す
る
措
置
（
ロ
シ
ア
船
に
よ
る
密
漁
密
輸
出
防
止
）
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
安
倍
首
相
と
プ
ー
チ
ン
大
統

一



領
と
の
首
脳
会
談
に
よ
り
決
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
よ
り
、
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す

る
法
律
の
適
用
が
変
わ
り
、
ロ
シ
ア
漁
船
の
寄
港
に
際
し
必
要
な
書
類
が
、
ポ
ー
ト
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
（
Ｐ
Ｃ
）
か
ら
貨
物
税

関
申
告
書
（
Ｇ
Ｔ
Ｄ
）
と
な
り
、
実
質
的
に
ロ
シ
ア
漁
船
の
入
港
が
規
制
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
二
十
一
日
に

開
か
れ
た
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
現
農
林
水
産
副
大
臣
の
筒
井
信
隆
氏
が
発
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
同
年
四

月
一
日
以
降
、
ロ
シ
ア
漁
船
の
寄
港
は
減
少
し
、
そ
れ
ら
規
制
さ
れ
た
船
は
韓
国
へ
入
港
（
二
〇
〇
二
年
四
月
以
降
、
韓
国

東
海
港
ロ
シ
ア
船
入
港
実
績
）
す
る
こ
と
と
な
り
、
韓
国
へ
入
る
ロ
シ
ア
産
の
水
産
物
が
急
増
し
て
い
る
。
右
は
平
成
十
三

年
に
一�
八
八
八
ト
ン
、
平
成
十
四
年
に
一
二�
〇
四
五
ト
ン
、
平
成
十
九
年
に
一
八�
八
二
五
ト
ン
と
十
倍
ほ
ど
に
ま
で

増
加
し
た
。
ま
た
同
年
以
降
、
我
が
国
へ
の
第
三
国
の
船
籍
を
持
つ
船
に
よ
る
運
送
が
始
ま
り
、
北
海
道
と
韓
国
の
ロ
シ
ア

か
ら
の
カ
ニ
輸
入
量
は
、
平
成
十
三
年
の
六
四�
〇
八
八
ト
ン
か
ら
平
成
十
八
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
七
七�
七
一
三
ト
ン
ま

で
増
加
し
た
。
右
は
二
〇
〇
二
年
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
Ｇ
Ｔ
Ｄ
へ
の
変
更
に
よ
り
、
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
如
何
。

二

一
の
事
態
は
、
我
が
国
と
ロ
シ
ア
の
首
脳
会
談
に
よ
り
開
催
が
決
め
ら
れ
た
「
日
ロ
会
議
」
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
、
資

源
保
存
と
逆
行
し
た
重
大
な
結
果
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
る
。
右
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

二



三

ま
た
別
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
七
五
号
）
で
は
、
「
貨
物
税
関
申
告
書
の
み
を
積
出
証
明
書
と
し
て
取

り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
漁
船
が
韓
国
に
向
か
う
事
態
が
生
じ
た
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
水
産
物
を
運
搬
す
る
第
三

国
の
船
籍
を
持
つ
船
が
大
幅
に
増
え
た
等
の
御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
、
承
知
し
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
水
産
物
の
我
が
国
へ
の
輸
入
実
績
、
ま
た
韓
国
へ
の
輸
入
実
績
は
、
調
査
す
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
「
日
ロ
会
議
」
の
最
大
の
課
題
は
資
源
保
存
を
図
る
こ
と
で
あ
り
、
右
に
関
し
ロ
シ
ア
海
域
に
お
け
る
ロ
シ
ア
か

ら
の
日
韓
両
国
へ
の
輸
出
実
績
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
右
答
弁
に
あ
る
よ
う
に
そ
れ
を
承
知
し
て
い
な
い
と
い
う
答
弁
が
な
さ
れ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
政
府

の
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


